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B 129 衣服の涌気性に関ずる基礎的研拓
あ莱の水な参政政　0肩尾淑子石川欣造

被　服　169

　目的　伏適な衣服の仮作ぼ構成字の目的の／つでヽ｀ある。あ研究てヽ剛尺曲ばの晏囲の中でヽ

通気性£坂上･ず尽。通気性口促満作や透湿性にもがヽりヽわる重要なヽ四子ど考久うれる。従釆

の酒気麿測剣3, 材封の蝶質として捉之うれrいる鳶のその測定妥づ午山も較的高狐下（高

風返下）に川ずるものが多い。こここにI, 構坂学の皿場から日弟衣服と着用し詐場合にそ

くレ, 低圧におけるm気麿にフいて巻礎的な失験考衆れ了っ珍。　　　　　ヽ

　ゐ派　コンクレバワ一で匡斬した吼匙幻

レ仁統哲としては，ます比漱的弘固なけん綿£しつ単毛蔵疸乙酒帛のげん縮乞もつポ

リエステル繊斑鳶殿上It. 組雄塊(空隙率O.が～O.叩川てついて欣對しre, '斌利弊絶a

織物モデルとして, モノフィラメントrけにFのないXツシュ｡（糸聡軋線径等曼る石のj）

£用い作。瀧タの塀威因子が系統的に変化し７いなし本の，その限られK範圏内でヽ酒気友

乙の関係£考康レｙ

　価果・繊維塊の測定では，圧力乙沈量間川5ぼ直扉閲恥悦られ仏B.L・り, Woo I

Re s eμrcK ,野飼による秀験式どの比教の粧巣は以下の通りである。

μしﾛr^…汰リニJこ又テルば一破了るが，芋毛でほ哭験値が商に　･ w, R.... 空降率蛎でヽ一

歿寡商いか≒全順に求リエステルの方が一致l か　･野飼‥痙陳今南でヽ一致レ. 乗リエス

テルの方がー致了る。　・Ｘツうノふの通知甕］にI,オ一jダンプヽとオープニソクヽ工円アが重

客な因子どなっている。今回の試升では厚ごと孔径の姻加誤同時に忍こってLI る斥仰. 拡
張増加の影警により厚この影贋が消癒してしまっμと溥えりれる.

　　　　９月16日（日）第13会場　午前9 :30～12 : 00
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廠紅掴到び緞り鴎　に7べ謳魏汽筒‰二。
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